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現
役
世
代
の
投
票
率
が
低
い

が
、
原
因
は
何
か
。

特
に
若
者
に
顕
著
で
あ
る
が
、

政
治
そ
の
も
の
に
関
心
が
な
い
こ

と
が
主
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
よ

り
投
票
率
は
上
が
る
の
で
は
。

期
日
前
投
票
所
で
の
投
票
者

数
は
、
平
成
26
年
12
月
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
で
は
前
回
選
挙
に
比

べ
て
９
８
５
人
増
の
１
万
８
７
９

人
、
27
年
４
月
の
奈
良
県
知
事
選

挙
で
１
，
９
６
６
人
増
の
９
，
３

９
５
人
、
奈
良
県
議
会
議
員
選
挙

で
は
１
，
７
２
９
人
増
の
９
，
０

７
８
人
で
あ
っ
た
。
期
日
前
投
票

者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
期

日
前
投
票
制
度
が
有
権
者
に
認
識

さ
れ
て
い
る
結
果
だ
と
思
う
が
、

投
票
率
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
は
前
回
に
比
べ
て
７
．
64
ポ
イ

ン
ト
減
、
奈
良
県
知
事
選
挙
で
４
．

98
ポ
イ
ン
ト
減
、
奈
良
県
議
会
議

員
選
挙
で
５
．
２
ポ
イ
ン
ト
減
と

な
っ
て
お
り
、
全
体
の
投
票
率
は

下
が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

選
挙
に
つ
い
て
の
教
育
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選

挙
の
啓
発
事
業
と
し
て
出
前
講
座

を
行
い
、
小
中
学
校
や
市
内
の
県

立
高
校
で
、
実
際
に
選
挙
で
使
用

す
る
投
票
用
紙
自
動
交
付
機
、
投

票
用
紙
記
載
台
、
投
票
箱
な
ど
の

選
挙
器
具
、
投
票
用
紙
を
使
用
し

て
模
擬
投
票
や
生
徒
会
選
挙
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
在
住
の

高
校
生
、
市
内
の
高
校
に
通
学
し

て
い
る
生
徒
を
選
挙
事
務
従
事
者

と
し
て
募
集
し
、
選
挙
事
務
の
従

事
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

出
前
講
座
は
年
に
何
回
か
。

平
成
26
年
度
は
、
白
橿
中
学

校
、
晩
成
小
学
校
、
橿
原
高
校
、

畝
傍
高
校
で
実
施
し
た
。

小
中
学
校
で
の
投
票
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
教
育
は
。

社
会
科
に
お
い
て
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
と
政
治
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
の
学
習
を
し
て
い
る
。
小

学
校
３
年
生
で
は
議
場
見
学
を
し
、

６
年
生
で
は
国
会
や
議
会
の
役
割

に
つ
い
て
学
習
を
深
め
、
選
挙
は

国
民
や
住
民
の
代
表
を
選
出
す
る

大
切
な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
、
選

挙
権
の
行
使
が
大
切
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
学
習
す
る
。
中
学
校
で
は
、

さ
ら
に
詳
し
く
政
治
の
仕
組
み
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、

住
民
の
権
利
や
義
務
、
議
会
制
民

主
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
、
多
数
決
の
原
理
と
そ
の
運
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
民
主
政
治
の

推
進
と
政
治
参
加
や
選
挙
の
意
義

も
考
え
さ
せ
、
政
治
に
参
加
し
な

い
こ
と
で
起
こ
り
得
る
事
態
な
ど

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
な
ど
の

学
習
を
展
開
し
て
い
る
。
中
学
校

で
は
生
徒
会
の
代
表
を
決
め
た
り

生
徒
総
会
に
お
い
て
生
徒
会
予
算

や
校
則
等
を
決
め
た
り
す
る
な
ど
、

学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る

活
動
を
行
い
、
社
会
の
学
習
を
実

生
活
に
向
け
実
践
す
る
こ
と
で
政

治
に
参
加
す
る
素
地
の
育
成
を
図

っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
選
挙
公

報
を
配
信
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

選
挙
公
報
は
公
職
選
挙
法
第

１
７
０
条
第
１
項
に
選
挙
期
日
の

２
日
前
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
全
戸
配
布
し
て
い
る
。
選
挙

公
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

に
関
し
て
、
総
務
省
の
通
知
で
は
、

候
補
者
を
平
等
に
取
り
扱
い
、
選

挙
の
公
正
さ
を
害
さ
な
い
形
式
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
公
職

選
挙
法
第
６
条
の
規
定
す
る
有
権

者
に
対
す
る
啓
発
、
周
知
活
動
の

一
環
と
し
て
行
う
こ
と
は
可
能
で

あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
公

報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
、

そ
の
選
挙
を
実
施
す
る
選
挙
管
理

委
員
会
が
行
う
も
の
で
あ
り
、
市

長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

一般質問
奥
田　
　

寛

奥
田　
　

寛

（
至
誠
会
）

財
政
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
に
よ

っ
て
、
本
来
、
本
市
に
歳
入
さ
れ

る
べ
き
金
額
が
他
市
町
村
へ
流
出

し
て
い
る
が
、
い
く
ら
く
ら
い
か
。

平
成
26
年
度
分
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
た
橿
原
市
民
の
数
は

４
４
０
人
、
寄
附
金
総
額
２
，
４

５
２
万
円
で
あ
る
。
こ
の
内
訳
で
、

市
の
寄
附
金
税
額
控
除
に
当
た
る

金
額
は
、
９
３
３
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
他
市
町
村
か
ら
本
市
へ
の

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
10
件
で
27
万

円
で
あ
る
。

１
年
間
で
、
本
市
は
27
万
円

手
に
入
れ
、
９
３
３
万
円
損
を
し

た
。
差
し
引
き
９
０
０
万
円
、
職

員
の
給
料
１
人
分
に
相
当
す
る
。

７
年
前
の
ふ
る
さ
と
納
税
開
始
以

来
の
、
累
計
で
の
収
支
は
。

本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
は
累
計
で
42
件
、
２
２
３
万
円
。

出
た
分
の
累
計
は
、
１
，
７
３
４

件
、
１
億
２
，
６
６
１
万
円
で
、

う
ち
、
市
の
寄
附
金
税
額
控
除
が

３
，
４
９
３
万
円
。
３
，
２
０
０

万
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

今
回
の
法
律
と
条
例
の
改
正

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
が

拡
張
さ
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確

定
申
告
も
不
要
に
な
り
、
控
除
額

も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
新
聞
に
よ

る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を

も
っ
と
も
集
め
た
長
崎
県
平
戸
市

で
は
年
間
13
億
円
、
10
位
の
大
阪

府
泉
佐
野
市
で
も
年
間
４
億
円
稼

い
で
い
る
。
そ
の
た
め
の
泉
佐
野

市
の
経
費
は
、
兼
務
の
正
規
職
員

１
名
と
、
非
常
勤
職
員
２
名
の
給

料
く
ら
い
で
あ
る
。
県
下
で
は
、

宇
陀
市
や
御
所
市
が
１
億
円
以
上

稼
い
で
い
る
が
、
宇
陀
市
の
体
制

は
職
員
２
名
で
あ
る
。
本
市
で
も
、

年
９
０
０
万
円
の
損
が
出
る
の
で

あ
れ
ば
、
専
従
の
職
員
を
設
け
て

収
入
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

啓
発
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ

投票箱
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